
一
．
は
じ
め
に

国
宝
奈
良
県
藤
ノ
木
古
墳
出
土
品
保
存

修
理
事
業
（
以
降
、
本
修
理
事
業
と
称
す

る
）
は
国
有
文
化
財
等
（
美
術
工
芸
品
）

保
存
修
理
事
業
の
一
環
と
し
て
文
化
庁
に

よ
り
計
画
さ
れ
、
国
宝
藤
ノ
木
古
墳
出
土

品
修
理
検
討
会
の
指
導
を
受
け
、
二
〇
二

一
年
度
よ
り
奈
良
県
が
受
託
者
と
し
て
お

こ
な
っ
て
い
る
。
二
〇
二
四
年
度
に
四
年

次
の
事
業
と
し
て
実
施
し
た
概
要
と
成
果

に
つ
い
て
報
告
す
る
。

二
．
修
理
事
業
四
年
次
の
対
象
品

四
年
次
の
対
象
品
を
表
１
に
示
し
た
。

三
年
次
（
二
〇
二
三
年
度
）
か
ら
の
継
続

作
業
品
を
含
む
。
ま
た
、
三
年
次
に
修
理

し
た
鞍
金
具
前
輪
（
Ｂ
セ
ッ
ト
）
ほ
か
に

つ
い
て
は
、
安
定
台
と
収
納
箱
の
作
製
を

四
年
次
の
基
本
工
程
と
し
た
。

た
が
、
部
分
的
に
接
着
・
固
定
し
、
大
き

く
隙
間
が
空
い
た
部
分
に
は
、
柱
状
の
パ

ラ
ロ
イ
ド
Ｂ
72
を
用
い
て
固
定
し
た
（
写

真
１
）。
ま
た
、
細
片
化
し
た
金
銅
板
片

（
六
二
片
）
の
接
合
検
討
を
お
こ
な
っ
た
結

果
、
四
三
片
を
接
合
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
接
合
部
分
は
楮
紙
を
パ
ラ
ロ
イ
ド
Ｂ

72
で
貼
り
付
け
補
強
し
た
。
地
板
の
欠
失

が
あ
る
も
の
で
構
造
的
に
不
安
定
な
も
の

に
つ
い
て
は
必
要
に
応
じ
て
地
板
欠
失
部

の
一
部
を
エ
ポ
キ
シ
パ
テ
に
よ
り
充
填
し

た
（
写
真
２
）。

三
．
本
体
修
理
の
工
程
と
方
法

本
修
理
事
業
の
工
程
は
、
過
年
度
三
年

間
の
修
理
事
業
（
表
２
）
と
同
様
で
あ
る

た
め
詳
細
は
割
愛
す
る
が
、
若
干
触
れ
て

お
き
た
い
。
安
定
台
作
製
は
対
象
品
の
形

状
に
合
致
し
た
支
持
台
を
必
要
と
す
る
が
、

本
修
理
事
業
で
は
対
象
品
か
ら
直
接
的
な

型
取
り
は
お
こ
な
わ
ず
、
三
次
元
形
状
計

測
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
複
製
品
を
作
成
し
、

そ
の
複
製
品
を
基
に
間
接
的
に
型
取
り
を

お
こ
な
い
支
持
台
を
作
製
し
た
。

四
．
個
別
の
対
象
品
へ
の
対
応

一
部
の
資
料
に
つ
い
て
個
別
の
対
応
を

お
こ
な
っ
た
例
を
こ
こ
で
挙
げ
て
お
く
。

紙
幅
の
都
合
か
ら
網
羅
的
に
示
す
こ
と
が

で
き
な
い
点
は
ご
容
赦
願
い
た
い
。

①
鐘
形
杏
葉
：
一
部
の
鐘
形
杏
葉
は
、
地

板
と
透
か
し
板
が
離
れ
て
い
る
も
の
が
あ
っ
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表１　四年次（2024年度）の対象品表２　修理の工程
【本体修理】

石棺外

鐘形杏葉(Bセット、2か年計画のうち2年目)、鐘形鏡板

付轡(鏡板本体・残欠/Bセット、3か年計画のうち2年目)、

鞍金具前輪(Cセット)、環状鏡板付轡(Cセット、3か年

計画のうち2年目)、雲珠(Cセット)、鉄地金銅張鉸具(B/

Cセット、2か年計画のうち1年目)

石棺内

大刀2(2か年計画のうち1年目)、大刀3(2か年計画のう

ち1年目)、金銅花弁形飾金具、銀半球形空玉、銀鍍金

梔子形空玉、ガラス小玉（玉簾：4か年計画のうち3年目)。

【安定台座・箱】

石棺外

鞍金具前輪（Bセット）、鞍金具後輪（Bセット）、居木

飾金具、鐘形杏葉（Bセット）、雲珠（Bセット）、壺鐙（B

セット）、鉄製兵庫鎖 

事前調査 写真撮影

構造調査（透過Ｘ線撮影）

状態観察と記録作成

本体修理 クリーニング

　（ドライ、有機溶剤使用）

樹脂強化

既存接合修正・新規接合

充填・補強

事後調査 写真撮影

透過Ｘ線撮影

記録作成

三次元形状記録作成

安定台・保存箱作製

写真１　柱状のパラロイド
B72による固定

奈
良
県
藤
ノ
木
古
墳
出
土
品
の

再
修
理
事
業
に
お
け
る
四
年
次
の
取
り
組
み

奥

山

誠

義



わ
せ
る
状
態
で
復
元
、
保
管
さ
れ
て
い
た

た
め
、
現
状
の
把
握
が
必
要
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
簡
易
的
な
観
察
を
お
こ
な
う
と

と
も
に
、
現
状
の
高
精
細
三
次
元
形
状
計

測
を
お
こ
な
っ
た
。
大
刀
２
及
び
３
は
、

現
状
確
認
と
記
録
を
終
え
た
後
、
解
体
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
安
全
に
解
体

し
た
。

⑥
ガ
ラ
ス
小
玉
（
玉
簾
）：
現
状
の
精
密
な

状
態
の
記
録
の
た
め
、
修
理
事
業
開
始
時

の
天
面
に
対
し
て
実
体
顕
微
鏡
に
よ
る
観

察
を
お
こ
な
っ
た
。
約
一
七
〇
〇
〇
枚
に

及
ぶ
顕
微
鏡
写
真
に
よ
っ
て
細
部
を
記
録

し
た
。

四
．
お
わ
り
に

本
事
業
四
年
次
は
、
鉄
地
金
銅
張
り
製

品
や
金
銅
製
品
、
銀
製
品
、
大
刀
、
ガ
ラ

ス
製
品
と
多
岐
に
わ
た
る
材
質
、
構
造
を

持
つ
出
土
品
が
対
象
と
な
っ
た
。

今
後
十
年
近
く
続
く
本
事
業
を
安
全
か

つ
確
実
に
実
行
す
る
こ
と
で
、
藤
ノ
木
古

墳
出
土
品
を
将
来
へ
継
承
す
る
礎
と
し
た

い
。

註（
１
）
河
﨑
衣
美
二
〇
二
四
「
奈
良
県
藤
ノ
木
古

墳
出
土
品
の
再
修
理
事
業
に
お
け
る
三
年
間

の
経
過
報
告
」『
青
陵
』
一
七
四
号

Ｘ
線
回
折
（
Ｘ
Ｒ
Ｄ
）
分
析
の
結
果
、AgCl

（
塩
化
銀
）
を
検
出
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら

を
走
査
電
子
顕
微
鏡
付
帯
の
元
素
分
析
装

置
に
よ
り
観
察
し
た
結
果
、
Ag
と
Cl
の
分

布
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
ひ
げ
状
結
晶
が

A
gCl

か
ら
成
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

④
金
銅
花
弁
形
飾
金
具
：
い
ず
れ
も
金
銅

板
が
薄
く
、
注
意
深
い
作
業
を
必
要
と
し

た
。
接
合
可
能
な
破
片
は
パ
ラ
ロ
イ
ド
Ｂ

72
に
よ
り
接
合
し
、
接
合
部
は
楮
紙
に
よ

る
面
的
な
補
強
を
実
施
し
た
（
写
真
５
）。

⑤
大
刀
２
及
び
３
：
発
掘
時
よ
り
複
数
の

破
片
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
組
み
合

②
鐘
形
鏡
板
付
轡
：
こ
れ
ま
で
の
四
カ
年

の
修
理
事
業
の
中
で
初
め
て
脱
塩
を
実
施

し
た
対
象
品
で
あ
る
。
破
片
類
の
一
部
に

進
行
性
の
錆
と
そ
れ
ら
に
よ
る
亀
裂
や
剥

離
の
発
生
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
四
片
に

つ
い
て
セ
ス
キ
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
溶
液

浸
漬
に
よ
る
脱
塩
を
実
施
し
た
。

③
雲
珠
：
鉢
と
脚
の
取
り
付
き
部
分
に
亀

裂
が
認
め
ら
れ
た
箇
所
が
複
数
確
認
で
き

た
。
亀
裂
部
分
は
パ
ラ
ロ
イ
ド
Ｂ
72
溶
液

の
充
填
あ
る
い
は
糸
状
に
成
型
し
た
強
化

樹
脂
を
は
め
込
み
、
溶
剤
で
溶
か
し
な
が

ら
充
填
し
た
（
写
真
３
）。
脚
部
鋲
頭
や
責

金
具
に
は
銀
装
の
遺
存
部
分
が
散
見
さ
れ

た
。
責
金
具
に
は
銀
（
Ag
）
の
ひ
げ
状
結

晶
（W

hisker

：
ウ
ィ
ス
カ
）
が
認
め
ら

れ
た
（
写
真
４
）。
こ
の
ひ
げ
状
結
晶
は
、

2�

写真２　鐘形杏葉
（左：修理後　右：修理前）

写真３　雲珠の亀裂（左：強化後　右：強化前、充填する糸状の樹脂）写真４　銀装部分のヒゲ状結晶

写真５　金銅花弁形飾金具
（左：修理後　右：修理前）



一
．
は
じ
め
に

令
和
五
年
に
実
施
さ
れ
た
飛
鳥
京
跡
第

一
九
〇
次
発
掘
調
査
に
お
い
て
飛
鳥
宮
跡

Ⅰ
期
遺
構
が
新
た
に
み
つ
か
っ
た
。
現
地

説
明
会
資
料
に
よ
る
と
掘
立
柱
塀
Ｓ
Ａ

〇
二
三
〇
一
は
、
こ
れ
ま
で
周
辺
で
確
認

さ
れ
て
い
る
Ⅰ
期
遺
構
と
同
様
に
東
で
北

へ
約
二
五
度
の
振
れ
を
持
つ
一
三
間
以
上

の
柱
穴
列
（
柱
間
は
約
二
・
七
ｍ
）
で
、

柱
痕
跡
や
柱
抜
き
取
り
穴
に
は
、
赤
褐
色

の
焼
土
や
炭
化
物
が
多
く
混
じ
る
と
い

う（
１
）。Ⅰ

期
遺
構
は
舒
明
天
皇
の
飛
鳥
岡
本
宮

に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
第
一
九
〇
次
調
査

に
よ
っ
て
Ⅰ
期
遺
構
＝
飛
鳥
岡
本
宮
が
一

定
の
範
囲
に
規
則
的
に
展
開
し
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
、
実
態
の
解
明
が
困
難
で

あ
っ
た
七
世
紀
前
半
の
宮
に
つ
い
て
研
究

を
進
め
る
糸
口
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き

た
。
こ
こ
で
は
、
舒
明
天
皇
の
も
う
一
つ

の
宮
で
あ
る
「
百
済
大
宮
」
に
つ
い
て
若

干
の
考
察
を
す
る（
２
）。

二
．
舒
明
天
皇
の
宮
々

『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
、
舒
明
八
年

（
六
三
六
）
六
月
に
火
災
に
よ
り
岡
本
宮

大
宮
も
吉
備
池
廃
寺
の
近
く
に
求
め
ら
れ

る
。
大
宮
は
①
で
「
百
済
川
の
側
」
に
造

ら
れ
た
と
あ
る
が
、
右
岸
か
左
岸
か
は
判

然
と
し
な
い
。
ま
た
①
に
「
西
民
は
宮
を

造
り
、
東
民
は
寺
を
作
る
」
と
あ
る
こ
と

が
寺
と
宮
の
位
置
関
係
を
示
す
も
の
と
す

る
理
解
も
あ
り
、
吉
備
池
廃
寺
の
北
西
に

あ
る
桜
井
市
吉
備
の
微
高
地
に
そ
の
場
所

に
求
め
る
こ
と
を
妥
当
と
す
る（
４
）。

小
澤
毅
氏
は
「
百
済
大
寺
と
対
に
な
っ

て
造
営
さ
れ
た
百
済
宮
に
つ
い
て
は
、
い

ま
だ
そ
の
遺
構
を
確
認
す
る
に
い
た
っ
て

い
な
い
。
た
だ
、「
西
の
民
は
宮
を
造
り
、

東
の
民
は
寺
を
作
る
」
と
い
う
『
日
本
書

紀
』
舒
明
一
一
年
（
六
三
九
）
七
月
条
の

記
事
が
、
両
者
の
位
置
関
係
を
示
す
も
の

だ
と
す
れ
ば
、
百
済
宮
は
百
済
大
寺
の
西

側
に
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
地
形
的
に

は
、
吉
備
池
廃
寺
の
寺
域
北
半
か
ら
西
北

西
に
向
か
っ
て
、
現
在
の
吉
備
の
集
落
が

の
る
高
燥
な
微
高
地
が
の
び
て
お
り
、
そ

れ
を
中
心
と
し
た
地
域
が
有
力
な
候
補
と

な
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る（
５
）。

飛
鳥
浄
御
原
宮
ま
で
の
七
世
紀
の
宮
の

立
地
は
平
地
の
中
央
に
独
立
し
て
営
ま
れ

る
例
は
ま
れ
で
、
河
川
と
丘
陵
に
挟
ま
れ

た
場
所
に
立
地
す
る
と
み
ら
れ
る
例
が
複

数
あ
る
（
例
え
ば
飛
鳥
宮
跡
、
稲
渕
宮
殿

遺
跡
、
川
原
寺
下
層
遺
構
、
宮
滝
遺
跡
、

雷
丘
東
方
遺
跡
、
脇
本
遺
跡
な
ど
）。
ま

た
用
明
天
皇
の
磐
余
池
辺
雙
槻
宮
は
磐
余

池
の
ほ
と
り
（
池
を
囲
む
丘
陵
沿
い
か
）

に
立
地
し
た
と
宮
号
か
ら
推
測
さ
れ
る
。

磐
余
池
の
推
定
地
に
つ
い
て
は
橿
原
市
に

よ
る
発
掘
調
査
で
古
代
の
池
が
存
在
す
る

こ
と
が
確
認
で
き
た
橿
原
市
東
池
尻
・
池

之
内
や
桜
井
市
谷
な
ど
の
諸
説
が
あ
り（
６
）、

こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
言
及
し
な
い
。
磐
余

地
域
に
つ
い
て
は
前
述
の
『
吉
備
池
廃
寺

発
掘
調
査
報
告
』
が
解
説
し
て
い
る
の
で

そ
ち
ら
に
譲
る
が
、
磐
余
・
百
済
は
同
一

の
地
域
か
近
接
す
る
可
能
性
が
高
い
。

上
に
掲
げ
た
よ
う
な
七
世
紀
の
宮
殿
遺

跡
の
立
地
の
事
例
か
ら
、
百
済
宮
も
河
川

と
丘
陵
に
挟
ま
れ
た
立
地
で
あ
る
可
能
性

が
高
く
、
南
側
に
丘
陵
が
あ
る
百
済
川
左

岸
に
位
置
し
た
と
想
定
し
て
よ
い
。
⑤
に

は
舒
明
天
皇
の
殯
が
宮
の
北
で
行
な
わ
れ

た
と
明
記
さ
れ
る
。
百
済
宮
が
百
済
川
と

丘
陵
に
挟
ま
れ
た
立
地
で
あ
っ
た
と
推
測

す
る
と
、
想
定
さ
れ
る
百
済
宮
の
立
地
で

は
宮
の
南
方
が
丘
陵
と
な
り
殯
宮
を
営
む

に
は
適
さ
な
い
。
し
た
が
っ
て
宮
の
北
、

す
な
わ
ち
宮
の
北
を
流
れ
る
百
済
川
の
ほ

と
り
で
舒
明
天
皇
の
殯
が
行
な
わ
れ
た
と

考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、

大
宮
と
大
寺
は
百
済
川
を
挟
ん
で
南
北
に

並
ぶ
よ
う
に
立
地
し
（
百
済
大
寺
＝
吉
備

池
廃
寺
は
百
済
川
＝
現
在
の
米
川
の
北
に

位
置
す
る
）、
百
済
大
殯
は
百
済
川
の
河

が
焼
失
し
、
そ
の
直
後
に
田
中
宮
へ
遷
っ

た
。
さ
ら
に
廐
坂
宮
（
橿
原
市
石
川
町
付

近
か
）
に
遷
り
、
最
終
的
に
百
済
の
地
に

寺
と
宮
を
造
営
し
た
。
百
済
宮
に
関
し
て

は
『
日
本
書
紀
』
に
関
連
記
事
が
み
え
る

の
で
、
以
下
に
列
記
す
る
。

①
舒
明
十
一
年
（
六
三
九
）
秋
七
月
、

詔
曰
、
今
年
、
造
作
大
宮
及
大
寺
。
則
以

百
済
川
側
為
宮
処
。
是
以
、
西
民
造
宮
、

東
民
作
寺
。
便
以
書
直
県
為
大
匠
。

②
舒
明
十
一
年
十
二
月

是
月
、
於
百
済

川
側
、
建
九
重
塔
。

③
舒
明
十
二
年
（
六
四
〇
）
十
月

是

月
、
徙
於
百
済
宮
。

④
舒
明
十
三
年
（
六
四
一
）
冬
十
月
己

丑
朔
丁
酉
、
天
皇
崩
于
百
済
宮
。

⑤
舒
明
十
三
年
十
月

丙
午
、殯
於
宮
北
。

是
謂
百
済
大
殯
。
是
時
、東
宮
開
別
皇
子
、

年
十
六
而
誄
之
。

三
．「
百
済
大
宮
」
の
位
置
に
つ
い
て

①
②
か
ら
は
百
済
川
の
畔
に
大
寺
と
大

宮
が
セ
ッ
ト
で
造
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
百
済
の
大
寺
に
つ
い
て
は
吉
備
池

廃
寺
（『
奈
良
県
遺
跡
地
図
』14B-0232

）

で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
の
で（
３
）、
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畔
で
対
岸
に
大
寺
を
望
む
よ
う
な
場
所
で

盛
大
に
営
ま
れ
た
と
想
像
す
る
こ
と
も
ゆ

る
さ
れ
よ
う
。

さ
て
、『
万
葉
集
』
巻
一
第
二
番
は
舒

明
天
皇
が
香
具
山
に
登
っ
て
国
見
し
た
歌

で
あ
る
。
こ
の
時
の
舒
明
天
皇
の
宮
は
百

済
宮
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で

あ
ろ
う
。
ま
た
敏
達
天
皇
は
敏
達
四
年

（
五
七
五
）
に
訳
語
田
幸
玉
宮
に
遷
る
ま

で
は
百
済
大
井
宮
に
い
た
。
小
澤
毅
氏
は

「『
日
本
書
紀
』
敏
達
元
年
（
五
七
二
）
四

月
条
の
百
済
大
井
宮
も
、
前
後
の
宮
室
の

所
在
か
ら
み
る
と
、
こ
の
近
辺
に
存
在
し

た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、
あ
る
い

は
舒
明
の
百
済
宮
の
下
層
に
存
在
す
る
の

か
も
し
れ
な
い
」
と
す
る（
７
）。
百
済
・
磐
余

地
域
で
も
、
飛
鳥
宮
の
よ
う
に
重
層
的
に

天
皇
の
宮
が
造
営
さ
れ
た
可
能
性
も
考
慮

し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

上
の
よ
う
な
諸
条
件
を
考
え
る
と
、
百

済
宮
の
所
在
候
補
地
は
従
来
の
説
に
加
え

て
『
奈
良
県
遺
跡
地
図
』14B-0026

付

近
（
桜
井
市
橋
本
、
池
之
内
）
に
求
め
る

の
も
一
案
で
あ
り
、
そ
の
周
辺
に
他
の
天

皇
の
宮
も
存
在
し
た
可
能
性
が
高
い
。

四
．
お
わ
り
に

舒
明
天
皇
が
飛
鳥
を
離
れ
た
後
、
宮
を

幾
度
か
遷
し
た
も
の
の
飛
鳥
に
は
戻
ら
な

か
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
舒
明
天
皇
が
蘇

我
氏
と
対
立
関
係
に
あ
り
、
蘇
我
氏
に
対

抗
す
る
よ
う
に
大
寺
・
大
宮
を
造
営
し
た

と
す
る
の
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
最
後

に
こ
の
点
に
つ
い
て
若
干
言
及
し
た
い
。

⑥
舒
明
八
年
（
六
三
六
）
秋
七
月
己
丑

朔
、
大
派
王
謂
豊
浦
大
臣
曰
、
群
卿
及
百

寮
、
朝
参
已
懈
。
自
今
以
後
、
卯
始
朝
之
、

巳
後
退
之
。
因
以
鐘
為
節
。
然
大
臣
不
従
。

こ
の
記
事
は
大
派
王
の
提
案
を
蘇
我
蝦

夷
が
受
け
入
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
が
、
天
皇
と
蘇
我
氏
の
争
い
で
は
な

い
点
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
飛
鳥

岡
本
宮
焼
失
後
の
『
日
本
書
紀
』
の
記
事

を
精
査
し
て
も
、
舒
明
天
皇
と
蘇
我
氏
の

間
に
政
治
的
決
裂
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す

記
事
は
み
ら
れ
な
い
。

⑦
舒
明
十
一
年
（
六
三
九
）
秋
九
月
、

大
唐
学
問
僧
恵
隠
・
恵
雲
、
従
新
羅
送
使

入
京
。

⑧
舒
明
十
一
年

冬
十
一
月
庚
子
朔
、
饗

新
羅
客
於
朝
。
因
給
冠
位
一
級
。

⑨
舒
明
十
二
年

冬
十
月
乙
丑
朔
乙
亥
、

大
唐
学
問
僧
清
安
・
学
生
高
向
漢
人
玄
理
、

伝
新
羅
而
至
之
。
仍
百
済
・
新
羅
朝
貢
之

使
、
共
従
来
之
。
則
各
賜
爵
一
級
。

舒
明
天
皇
は
⑨
と
同
じ
月
に
百
済
宮
に

遷
っ
た
こ
と
が
③
か
ら
知
ら
れ
る
が
、
③

と
⑨
の
前
後
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
に
外
交
な
ど
の
政

治
的
に
重
要
な
行
事
は
舒
明
朝
後
半
に
お

い
て
も
滞
り
な
く
行
な
わ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

ま
た
①
に
は
宮
殿
・
寺
院
の
造
営
従
事

者
を
広
く
動
員
し
た
こ
と
が
み
え
る
が
、

果
た
し
て
こ
れ
ら
の
事
業
を
七
世
紀
前
半

の
天
皇
家
だ
け
で
（
大
臣
と
は
乖
離
し
た

状
態
で
）
実
施
す
る
こ
と
は
可
能
だ
っ
た

ろ
う
か
。
む
し
ろ
天
皇
と
群
卿
の
総
意
と

し
て
行
な
わ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
宮
が
飛
鳥
を
離
れ
た
と

し
て
も
、
政
治
的
対
立
の
み
で
な
く
他
の

事
情
も
想
定
す
べ
き
で
あ
り
、
例
え
ば
百

済
は
磯
城
・
磐
余
に
近
接
、
ま
た
は
同
一

の
地
域
で
あ
り
、
以
前
か
ら
天
皇
が
宮
を

営
ん
だ
と
さ
れ
る
地
域
で
あ
る
の
で
宮
を

置
く
こ
と
は
不
思
議
で
は
な
い
。

次
の
皇
極
天
皇
も
即
位
後
は
小
墾
田

宮
に
遷
る
ま
で
（
皇
極
元
年
（
六
四
二
）

一
二
月
ま
で
）は
百
済
宮
に
い
た
ら
し
い
。

皇
極
元
年
九
月
に
近
江
と
越
の
人
夫
を
動

員
し
て
百
済
大
寺
造
営
の
継
続
を
決
定
し

た
の
も
百
済
宮
と
の
関
係
が
一
因
で
あ
る

と
み
ら
れ
、
即
位
後
た
だ
ち
に
宮
を
飛
鳥

に
戻
す
つ
も
り
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
皇
極
天
皇
は
小
墾
田
宮
（
皇
極

元
年
一
二
月
～
皇
極
二
年
四
月
）
を
経
て

飛
鳥
宮
に
戻
る
こ
と
と
な
る
が
、『
日
本

書
紀
』
で
蘇
我
氏
の
専
横
が
記
さ
れ
る
皇

極
朝
に
お
い
て
も
飛
鳥
板
蓋
宮
の
造
営
を

百
済
大
寺
造
営
と
並
行
し
て
行
な
い
、
広

範
囲
か
ら
人
々
を
徴
発
で
き
た
と
い
う
こ

と
は
、
宮
や
寺
の
造
営
は
政
治
的
緊
張
関

係
と
は
別
次
元
の
こ
と
と
捉
え
た
方
が
よ

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

謝
辞本

稿
は
令
和
六
年
三
月
二
二
日
に
開
催

さ
れ
た
橿
原
考
古
学
研
究
所
第
三
七
一
回

研
究
集
会
で
報
告
し
た
も
の
で
、
当
日
は

小
澤
毅
氏
か
ら
貴
重
な
ご
助
言
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
記
し

て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

註（
１
）
橿
原
考
古
学
研
究
所
二
〇
二
三
『
史
跡

飛
鳥
宮
跡
（
飛
鳥
京
跡
第
一
九
〇
次
調
査
）

現
地
説
明
会
資
料
』

（
２
）『
日
本
書
紀
』
は
「
大
宮
及
大
寺
」
と
列

記
す
る
一
方
で
「
百
済
宮
」
と
も
表
記
す
る
。

（
３
）
奈
良
文
化
財
研
究
所
二
〇
〇
三
『
吉
備

池
廃
寺
発
掘
調
査
報
告
』

（
４
）
小
澤
毅
二
〇
一
八
『
古
代
宮
都
と
関
連

遺
跡
の
研
究
』、相
原
嘉
之
二
〇
二
三『
飛
鳥
・

藤
原
の
宮
都
を
語
る
』
な
ど

（
５
）
註
３
文
献

（
６
）
橿
原
市
東
池
尻
・
池
之
内
（
和
田
萃
）、

桜
井
市
谷
（
千
田
稔
＝
上
ツ
道
の
西
、
相
原

嘉
之
＝
上
ツ
道
の
東
）
な
ど
。

（
７
）
註
３
文
献

4�



一
．
は
じ
め
に

北
野
ウ
チ
カ
タ
ビ
ロ
遺
跡
は
、
奈
良
県

山
辺
郡
山
添
村
大
字
北
野
字
ウ
チ
カ
タ
ビ

ロ
ほ
か
（
当
時
）
に
所
在
し
（
第
１
図
）、

奈
良
県
北
東
部
に
広
が
る
大
和
高
原
の
ほ

ぼ
中
央
を
流
域
と
す
る
木
津
川
支
流
の
布

目
川
沿
い
の
河
岸
段
丘
上
に
立
地
す
る
。

遺
跡
付
近
に
お
い
て
、
布
目
川
は
北
向
き

か
ら
東
向
き
へ
大
き
く
流
れ
を
変
え
て
お

り
、遺
跡
は
そ
の
右
岸
の
河
岸
段
丘
上（
標

高
二
七
七
～
二
八
二
ｍ
）
に
広
が
る
。
布

目
ダ
ム
建
設
に
伴
い
、
奈
良
県
立
橿
原
考

古
学
研
究
所
に
よ
り
一
九
八
九
～
九
〇
年

度
に
か
け
て
緊
急
発
掘
調
査
が
お
こ
な
わ

れ
、
縄
文
時
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
遺

構
と
遺
物
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
松
田
編

二
〇
〇
三
）。
縄
文
時
代
に
つ
い
て
は
早

期
の
押
型
文
土
器
期
を
中
心
に
、
草
創
期

か
ら
後
期
の
遺
構
と
遺
物
が
あ
る
。
同
じ

く
布
目
ダ
ム
建
設
に
伴
い
発
掘
調
査
が
お

こ
な
わ
れ
た
桐
山
和
田
遺
跡
と
共
に
、
近

畿
地
方
周
辺
で
は
類
例
が
乏
し
い
縄
文
時

代
草
創
期
の
ま
と
ま
っ
た
事
例
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
北
野
ウ
チ
カ
タ
ビ
ロ
遺
跡
出

土
の
縄
文
時
代
草
創
期
の
土
器
に
つ
い

て
、
特
徴
的
な
も
の
を
抽
出
し
て
紹
介
す

る
。

二
．
遺
跡
の
概
要

調
査
区
は
、
南
北
約
一
九
〇
ｍ
、
東
西

約
一
一
五
ｍ
の
範
囲
で
あ
る
（
第
２
図
）。

北
東
に
向
け
て
緩
や
か
に
傾
斜
し
、
中
央

付
近
を
西
か
ら
東
へ
流
れ
る
自
然
流
路
が

横
切
る
。
調
査
区
内
の
基
本
層
序
は
、
基

盤
層
で
あ
る
６
層
（
黄
褐
色
砂
質
土
）
の

上
に
、
５
層
（
黒
褐
色
砂
質
土
）、
４
層

（
黄
褐
色
系
砂
質
土
）、
３
層
（
灰
茶
褐
色

系
砂
質
土
）、
２
層
（
灰
褐
色
土
、
床
土
）、

表
土
（
灰
褐
色
粘
質
土
、
耕
作
土
）
と
堆

積
す
る
（
第
３
・
４
図
）。
こ
の
内
、
５
層

は
5a
層
か
ら
5e
層
に
細
分
さ
れ
、5a
層（
黒

褐
色
土
）
と
5b
層
（
暗
灰
褐
色
土
）、
5c

層
（
黒
褐
色
土
）
か
ら
は
縄
文
時
代
早
期

の
、
5d
層
（
暗
灰
褐
色
土
）
か
ら
は
早
期

と
草
創
期
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。
5e

層
（
黒
褐
色
土
）
は
出
土
遺
物
が
乏
し
い

も
の
の
、
草
創
期
の
堆
積
層
と
考
え
ら
れ

る
。調

査
区
を
横
断
す
る
自
然
流
路
は
、
６

5�

第１図　位置図（S=1/10,000）　国土地理院地図に加筆

第２図　調査区グリッド配置図（S=1/2,000）
（松田編2003に加筆）
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第３図　自然流路土層断面図（ｃ–ｄライン）（S=1/100）
　（松田編2003をトレースの上、加筆）
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ら
、
南
九
州
地
域
と
の
関
係
性
が
考
え
ら

れ
る
。

３
は
、
10
Ｈ

－
10
区
5d
層
か
ら
出
土
し

た
底
部
片
で
あ
る
。
器
面
へ
の
加
飾
は
無

い
。
平
面
形
円
形
の
平
底
か
ら
内
弯
気
味

に
器
壁
が
立
ち
上
が
る
、
小
型
の
深
鉢
と

考
え
ら
れ
る
。
本
資
料
に
は
接
合
の
際
に

生
じ
た
歪
み
が
あ
る
が
、
実
測
の
際
に
こ

れ
を
補
正
で
き
な
か
っ
た
。
本
来
の
器
形

は
、
掲
載
図
面
よ
り
も
外
側
に
開
き
な
が

ら
器
壁
が
立
ち
上
が
る
と
考
え
て
良
い
。

器
壁
は
厚
く
、
胎
土
に
は
直
径
二
㎜
程
の

砂
粒
と
繊
維
痕
が
多
数
認
め
ら
れ
る
。
器

面
調
整
は
、
内
外
面
と
も
に
ナ
デ
調
整
で

あ
る
が
、
特
に
外
面
の
調
整
は
丁
寧
で
目

立
っ
た
起
伏
は
認
め
ら
れ
な
い
。

自
然
流
路
出
土

４
は
、
自
然
流
路
５
⑥

層
か
ら
出
土
し
た
隆
起
線
文
土
器
で
あ

る
。
口
縁
部
を
欠
き
、
若
干
内
弯
気
味
に

立
ち
上
が
る
。
丁
寧
に
ナ
デ
調
整
さ
れ
た

外
面
に
は
間
隔
を
開
け
て
二
条
の
隆
起
線

が
横
走
し
、
こ
れ
に
垂
下
隆
起
線
が
接
続

す
る
。
文
様
構
成
と
器
壁
の
立
ち
上
が
り

具
合
か
ら
、
口
縁
部
に
近
い
部
位
と
考
え

ら
れ
る
。
各
隆
起
線
は
、
細
い
粘
土
紐
の

両
側
面
を
ナ
デ
付
け
る
こ
と
で
器
面
に
貼

付
さ
れ
て
い
る
。
内
面
の
調
整
は
、
ナ
デ

調
整
で
あ
る
。

５
は
、
自
然
流
路
５
⑥
層
か
ら
出
土

し
た
隆
起
線
文
土
器
で
あ
る
。
口
縁
部
は

直
線
的
に
立
ち
上
が
り
、
端
部
は
や
や
丸

く
収
め
る
。
ナ
デ
調
整
さ
れ
た
外
面
に
は

間
隔
を
開
け
て
三
条
の
隆
起
線
が
横
走
す

る
。
胴
部
を
欠
く
た
め
、
こ
れ
よ
り
下
位

の
文
様
構
成
は
不
明
で
あ
る
。
各
隆
起
線

は
細
い
粘
土
紐
の
両
側
面
を
ナ
デ
付
け
る

こ
と
で
器
面
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
が
、
痕

跡
か
ら
左
方
向
へ
ナ
デ
付
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
九
州
地
域
の

隆
起
線
文
土
器
に
認
め
ら
れ
る
逆
位
の

土
器
扱
い
に
よ
る
施
文
で
あ
る
（
大
塚

一
九
九
〇
な
ど
）。

６
は
、
自
然
流
路
５
⑤
層
か
ら
出
土
し

た
隆
起
線
文
土
器
で
あ
る
。
器
壁
は
概
ね

直
線
的
に
立
ち
上
が
る
が
、
下
位
は
若
干

内
弯
す
る
。
文
様
の
配
置
か
ら
、
口
縁
部

に
比
較
的
近
い
胴
部
上
位
の
破
片
と
考
え

ら
れ
る
。
外
面
は
丁
寧
な
ナ
デ
調
整
が
施

さ
れ
、
上
位
か
ら
中
位
に
か
け
て
巡
る
横

走
隆
起
線
文
に
は
連
続
し
た
摘
ま
み
痕
が

残
る
。
器
面
に
粘
土
紐
を
配
置
し
た
後
、

連
続
し
て
摘
ま
む
こ
と
で
貼
付
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。

７
は
、
自
然
流
路
５
⑤
層
か
ら
出
土
し

た
隆
起
線
文
土
器
で
あ
る
。
厚
い
器
壁
を

持
つ
口
縁
部
が
直
線
的
に
立
ち
上
が
り
、

端
部
付
近
が
若
干
内
弯
気
味
と
な
る
。
口

縁
端
部
は
丸
く
収
め
る
。
ナ
デ
調
整
さ
れ

た
外
面
の
口
縁
端
部
に
沿
っ
て
大
振
り
な

断
面
三
角
形
状
の
隆
起
線
文
が
横
走
し
、

層
を
削
平
し
、
5d
層
に
覆
わ
れ
る
。
埋
土

は
５
①
層
か
ら
５
⑤
層
に
分
層
さ
れ
、
５

④
層
と
５
⑤
層
を
中
心
に
草
創
期
の
遺
物

が
出
土
し
て
い
る
。

な
お
、
草
創
期
の
遺
構
と
遺
物
が
限
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
生
活
面
は
残
さ

れ
て
お
ら
ず
、
遺
物
の
多
く
は
二
次
堆
積

と
さ
れ
て
い
る
（
松
田
編
二
〇
〇
三
）。

三
．
出
土
土
器
（
第
５
図
・
第
１
表
）

包
含
層
出
土

１
は
、
4G

－
９
区
5d
層
か

ら
出
土
し
た
隆
起
線
文
土
器
で
あ
る
。
口

縁
部
は
若
干
内
弯
気
味
に
立
ち
上
が
り
、

そ
の
端
部
外
面
に
は
横
方
向
に
連
続
す
る

摘
ま
み
が
加
わ
る
。
そ
の
下
に
は
密
接
し

て
横
走
隆
起
線
文
が
３
条
巡
り
、
同
じ
く

連
続
し
た
摘
ま
み
が
加
わ
る
。
宮
崎
県
堂

地
西
遺
跡
例
に
酷
似
し
、
桐
山
和
田
遺
跡

Ａ
－

１
類
の
原
形
と
考
え
ら
れ
る
。

２
は
、
9G

－

14
区
5d
層
か
ら
出
土
し
た

隆
起
線
文
土
器
で
あ
る
。
厚
い
器
壁
を
持

つ
口
縁
部
片
で
直
線
的
に
立
ち
上
が
り
、

端
部
を
丸
く
収
め
る
。
口
縁
端
部
外
面
に

は
、
大
振
り
の
断
面
三
角
形
状
の
隆
起
線

が
巡
り
、
そ
の
上
面
に
は
間
隔
を
開
け
て

棒
状
工
具
に
よ
る
押
圧
が
加
わ
る
。
後
述

す
る
７
・
８
と
同
一
型
式
と
考
え
ら
れ
、

特
に
８
と
は
同
一
個
体
で
あ
る
可
能
性
が

あ
る
。
い
ず
れ
も
桐
山
和
田
遺
跡
に
は
類

例
が
見
ら
れ
な
い
。
隆
起
線
文
の
形
状
か

6�

1
1a

2 34
3

2

4
3

1

2

5①
5②5②5②

5③-1

5③-2
5④

5⑤AAA

B

C DD E

FFF
G

HHHHHHH

段丘基盤礫

L=277.0m
e f

自然流路埋土 5①:暗黄褐色土(5a層対応) 
5②:暗黄褐色砂質土(5①層よりやや明るい　5b・5c層に対応) 
5③-1:灰色砂(やや緑色) 5③-2:灰色粗砂(やや緑色) 
5④黒灰褐色粘質土 5⑤:黒灰褐色粘質土(やや青い)
A:暗茶色砂 B:暗灰茶色砂 C:暗茶色砂 D:暗茶色砂 E:暗灰色砂 
F:灰茶色砂 G:灰色砂 H:暗灰色砂 I:灰色粗砂

I
0 2.5m

※e,fは第２図に対応

第４図　自然流路土層断面図（ｅ–ｆライン）（S=1/120）　（松田編2003をトレースの上、加筆）



こ
れ
に
垂
下
隆
起
線
が
接
続
す
る
。
隆
起

線
の
両
側
に
は
ナ
デ
調
整
が
施
さ
れ
る

が
、
お
そ
ら
く
隆
起
線
を
摘
ま
み
ナ
デ
て

い
る
の
だ
ろ
う
。
横
走
隆
起
線
に
は
、
何

ら
か
の
工
具
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
押
圧
痕

が
残
る
。
こ
の
ほ
か
、
口
縁
端
部
と
一
体

化
し
て
い
る
隆
起
線
の
上
側
面
に
は
、
棒

状
工
具
に
よ
る
押
圧
痕
が
残
る
。
２
・
８

と
は
同
一
型
式
と
考
え
ら
れ
る
。

８
は
、
自
然
流
路
５
⑤
層
か
ら
出
土
し

た
隆
起
線
文
土
器
で
あ
る
。
厚
い
器
壁
を

持
つ
口
縁
部
が
直
線
的
に
立
ち
上
が
る
。

口
縁
端
部
外
面
に
は
、
両
側
面
を
摘
ま
み

な
で
る
こ
と
で
大
振
り
の
横
走
隆
起
線
文

を
貼
付
し
て
い
る
。
隆
起
線
文
の
断
面
は

三
角
形
状
で
、
上
面
に
は
間
隔
を
空
け
て

棒
状
工
具
に
よ
る
押
圧
が
加
わ
る
。
隆
起

線
文
の
形
状
と
配
置
な
ど
か
ら
、
２
と
同

一
個
体
の
可
能
性
が
あ
る
。

９
は
、
自
然
流
路
５
⑤
層
か
ら
出
土
し

た
隆
起
線
文
土
器
で
あ
る
。
胴
部
片
で
、

器
壁
は
直
線
的
に
立
ち
上
が
り
、
胎
土
に

繊
維
痕
が
顕
著
に
残
る
。
横
走
隆
起
線
文

が
一
条
巡
り
、
こ
れ
に
押
圧
が
加
わ
る
。

平
底
を
呈
す
る
３
と
共
に
、
駿
河
湾
周
辺

に
分
布
す
る
葛
原
沢
Ⅰ
式
と
の
関
係
性
の

中
で
解
釈
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

10
は
、
自
然
流
路
５
④
層
か
ら
出
土
し

た
無
文
の
小
片
で
あ
る
。
緩
や
か
に
内
弯

す
る
こ
と
か
ら
、
比
較
的
底
部
に
近
い
、

胴
部
下
位
の
破
片
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
胎
土
に
顕
著
な
繊
維
痕
が
残
る
。

四
．
お
わ
り
に

以
上
、
北
野
ウ
チ
カ
タ
ビ
ロ
遺
跡
出
土

の
縄
文
時
代
草
創
期
の
土
器
を
紹
介
し

た
。
桐
山
和
田
遺
跡
と
比
較
す
る
と
（
松

田
編
二
〇
〇
一
）、
４
・
５
が
Ａ

－

２
類

（
横
走
隆
起
線
の
圧
痕
が
目
立
た
ず
、
口

縁
端
部
が
や
や
外
反
し
、
垂
下
隆
起
線
を

伴
う
も
の
）
に
、
６
が
Ａ

－

１
類
（
横
走

隆
起
線
の
上
下
に
連
続
す
る
圧
痕
が
残
る

も
の
）
に
、
10
が
Ｃ

－

７
類
（
厚
手
で
胎

土
に
繊
維
痕
が
顕
著
に
残
る
も
の
）
に
相

当
す
る
。
３
の
平
底
片
も
Ｃ

－

７
類
に
含

ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
前
述
の
よ
う

に
他
地
域
に
由
来
す
る
土
器
の
可
能
性
も

考
え
ら
れ
る
。
両
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
遺

跡
間
連
鎖
の
中
で
捉
え
る
見
解
が
あ
る
が

（
光
石
二
〇
〇
一
）、
共
通
す
る
類
型
の
土

器
の
出
土
な
ど
か
ら
、
集
団
の
回
帰
的
遊

動
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
た

い
。
資
料
の
位
置
付
け
と
と
も
に
、
近
接

す
る
二
つ
の
遺
跡
の
評
価
が
、
今
後
の
課

題
と
な
ろ
う
。

参
考
文
献

大
塚
達
朗
一
九
九
〇
「
隆
線
紋
の
比
較
か
ら
見
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第１表　土器観察表

第５図　北野ウチカタビロ遺跡出土土器（S=1/3）　

№ 出土
地区

出土
層位 胎土 色調

(内面/外面)
桐山和田遺跡

での分類 備考

1 4G9 5d 緻密
暗茶褐色
/黒褐色

―
桐山和田遺跡での
分類A-1類の原形、
光石2001 p.41

2 9G14 5d 砂粒多し
暗灰褐色
/案灰褐色

―
松田・近江1991
図8-5

3 10H10 5d
砂粒と繊
維痕多し

灰茶褐色
/灰茶褐色

― 平底の底部片

4 9I7
自然流
路5⑥

緻密
暗茶褐色
/灰茶褐色

A-2 光石2001 p.41

5 9I7
自然流
路5⑥

緻密
暗茶褐色
/灰茶褐色

A-2 光石2001 p.41

6 10H12
自然流
路5⑤

緻密
暗灰褐色
/案灰褐色

A-1
松田・近江1991
図8-1

7 10H4
自然流
路5⑤

砂粒多し
暗灰茶褐色
/黒褐色

―

8 10H14
自然流
路5⑤

砂礫多し
黒褐色/黒褐
色・灰褐色

―

9 10H7
自然流
路5⑤

砂礫と繊
維痕多し

黒褐色
/ 暗灰褐色

―
松田・近江1991
図8-3

10 10H4
自然流
路5④

砂礫と繊
維痕多し

暗灰褐色
/案灰褐色

C-7
松田・近江1991
図8-4



一
．
研
修
の
概
要

中
国
陝
西
省
考
古
研
究
院
と
奈
良
県
立

橿
原
考
古
学
研
究
所
（
以
下
、
橿
考
研
）

の
交
流
協
定
に
基
づ
き
、
私
は
二
〇
二
四

年
一
〇
月
一
五
日
か
ら
二
〇
二
五
年
一
月

一
七
日
ま
で
の
三
か
月
間
、
橿
考
研
で
研

修
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
私
は
陝
西
省
考

古
研
究
院
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
が
、
研

究
分
野
は
大
規
模
遺
跡
の
展
示
と
活
用
に

関
す
る
も
の
で
す
。こ
の
度
の
研
修
で
は
、

橿
考
研
の
皆
様
の
ご
配
慮
の
も
と
、
日
本

の
重
要
な
考
古
遺
跡
や
研
究
機
関
を
多
数

訪
れ
、
遺
跡
の
保
護
や
展
示
方
法
に
つ
い

て
学
ぶ
貴
重
な
機
会
を
得
ま
し
た
。
こ
の

経
験
は
、
私
の
研
究
に
と
っ
て
極
め
て
重

要
な
も
の
と
な
り
、
大
き
な
刺
激
を
受
け

ま
し
た
。

研
修
期
間
中
、
以
下
の
四
つ
の
主
要
な

③
博
物
館
部
門

木
村
理
恵
さ
ん
、
鈴
木
朋
美
さ
ん
の
指

導
の
下
、
橿
考
研
附
属
博
物
館
に
お
け
る

展
示
準
備
作
業
に
参
加
し
ま
し
た
。
特
に

「
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
の
な
か
に
考
古
学
が

登
場
す
る
件
」
展
と
「
東
南
ア
ジ
ア
の
洞

窟
遺
跡
」
展
の
準
備
に
携
わ
り
、
博
物
館

展
示
の
実
務
を
学
び
ま
し
た
。

三
．
博
物
館
の
展
示
と
デ
ザ
イ
ン

日
本
各
地
の
博
物
館
の
展
示
配
置
や
管

理
状
況
を
実
地
調
査
し
ま
し
た
。
主
な
訪

問
先
は
、
九
州
国
立
博
物
館
、
九
州
歴
史

資
料
館
、
東
京
国
立
博
物
館
、
奈
良
国
立

博
物
館
、
ま
た
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
、

平
城
宮
い
ざ
な
い
館
、
高
松
塚
壁
画
館
な

ど
遺
跡
に
基
づ
く
博
物
館
で
す
。

四
．
考
古
遺
跡
の
整
備
と
活
用

大
宰
府
政
庁
跡
、
吉
野
ヶ
里
遺
跡
、
一

乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
な
ど
の
整
備
が
お
こ
な

わ
れ
た
代
表
的
な
遺
跡
を
実
地
調
査
し
、

日
本
の
遺
跡
保
護
お
よ
び
展
示
の
実
践
に

つ
い
て
体
系
的
に
記
録
し
ま
し
た
。
研
修

の
後
半
に
は
、「
日
本
の
考
古
遺
跡
展
示

の
方
法
と
実
践

－

九
州
お
よ
び
関
西
地
域

を
例
に
」
と
題
し
た
成
果
報
告
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

五
．
公
開
活
動

橿
考
研
が
主
催
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
公
開

活
動
や
普
及
活
動
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
所
内
で
実
施
さ
れ
る
発
掘

調
査
現
場
の
現
地
検
討
会
（
毎
月
一
回
）、

富
雄
丸
山
古
墳
の
蛇
行
剣
と
保
存
科
学
に

関
す
る
公
開
講
演
会
、
飛
鳥
宮
跡
現
地
説

明
会
、
ア
ト
リ
ウ
ム
展
示
に
合
わ
せ
て
実

施
さ
れ
た
藤
ノ
木
古
墳
出
土
金
銅
冠
の
ペ

ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
体
験
活
動
な
ど
を
通
じ

て
、
日
本
の
考
古
学
成
果
を
広
く
一
般
に

普
及
さ
せ
る
方
法
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

六
．
研
修
前
後
の
思
い

橿
考
研
に
来
る
前
、
齊
藤
希
さ
ん
は
私

が
訪
問
を
希
望
す
る
遺
跡
を
細
か
く
聞
き

取
っ
て
く
だ
さ
り
、
適
切
な
日
本
語
学
習

機
関
も
探
し
て
く
だ
さ
っ
た
た
め
、
異
国

分
野
に
焦
点
を
当
て
、
実
地
研
修
や
学
習

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

二
．
各
部
門
の
見
学

①
考
古
発
掘
部
門

飛
鳥
宮
跡
の
発
掘
調
査
現
地
説
明
会
に

合
わ
せ
、
東
影
悠
さ
ん
の
指
導
の
下
、
飛

鳥
宮
跡
の
航
空
写
真
撮
影
に
向
け
た
遺
構

面
の
清
掃
作
業
に
参
加
し
ま
し
た
。

②
文
物
保
護
部
門

中
尾
真
梨
子
さ
ん
の
指
導
の
下
、
奈
良

県
御
所
市
の
北
十
三
遺
跡
で
の
出
土
品
の

搬
出
作
業
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
ま
た
、

小
倉
頌
子
さ
ん
と
共
に
、
な
ら
歴
史
芸
術

文
化
村
に
お
け
る
収
蔵
品
の
環
境
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
や
、
出
土
遺
物
の
Ｘ
線
撮
影
に
も

携
わ
り
ま
し
た
。

た
九
州
と
本
州

－

序
章

－

」『
縄
文
時
代
』

第
一
号

松
田
真
一
編
二
〇
〇
一
『
桐
山
和
田
遺
跡
』
奈

良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

松
田
真
一
編
二
〇
〇
三
『
北
野
ウ
チ
カ
タ
ビ
ロ

遺
跡
（
遺
構
編
）』
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学

研
究
所

松
田
真
一
・
近
江
俊
秀
一
九
九
一
「
山
添
村

布
目
川
流
域
の
遺
跡
６
」『
奈
良
県
遺
跡
調

査
概
報
一
九
九
〇
年
度
』
奈
良
県
立
橿
原
考

古
学
研
究
所

光
石
鳴
巳
二
〇
〇
一
『
縄
文
文
化
の
起
源
を
探

る
』
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博

物
館
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の
地
で
も
安
心
し
て
研
修
に
臨
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

こ
の
研
修
は
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
日

本
、
そ
し
て
初
め
て
の
海
外
滞
在
で
も
あ

り
ま
し
た
。二
〇
二
四
年
一
〇
月
一
五
日
、

関
西
空
港
に
到
着
し
た
際
、
未
知
の
環
境

に
少
し
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
齊
藤

さ
ん
と
北
井
利
幸
さ
ん
が
空
港
ま
で
迎
え

に
来
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
後
ラ
ー
メ
ン
屋

に
連
れ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ

の
食
事
は
単
な
る
食
事
以
上
の
意
味
を
持

ち
、
日
本
の
温
か
い
お
も
て
な
し
の
心
を

感
じ
る
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

研
修
期
間
中
、
橿
考
研
の
皆
さ
ん
が
温

か
い
サ
ポ
ー
ト
と
指
導
を
し
て
く
だ
さ

り
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
齊
藤
さ
ん
に
は
、
研
究
面
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面

で
ご
配
慮
を
い
た
だ
き
、
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
米
川
裕
治
さ
ん
は
、
私
が

宿
泊
し
て
い
る
周
辺
の
ス
ー
パ
ー
の
地
図

を
手
描
き
で
準
備
し
て
く
だ
さ
り
、
日
常

生
活
が
非
常
に
快
適
に
な
り
ま
し
た
。
川

上
洋
一
副
所
長
は
、
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡

視
察
の
た
め
に
八
時
間
も
運
転
し
て
く
だ

さ
り
、
新
年
の
餅
つ
き
に
も
招
待
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
東
影
さ
ん
は
、
発
掘
現

場
で
の
作
業
中
に
何
度
も
質
問
に
答
え
て

く
だ
さ
り
、
環
境
に
慣
れ
る
た
め
の
助
言

を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん
は
、
博

物
館
で
の
実
習
中
に
丁
寧
に
指
導
し
て
く

だ
さ
り
、
彼
女
の
明
る
い
人
柄
に
励
ま
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
岩
﨑
郁
実
さ
ん
、
内
藤
元
太
さ

ん
に
は
学
習
や
生
活
面
で
多
く
の
助
け
を

い
た
だ
き
、
異
国
の
地
で
温
か
い
友
情
を

感
じ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
黒
澤
ひ
か
り
さ

ん
、
髙
木
清
生
さ
ん
、
西
浦
熙
さ
ん
ら
に

は
、多
く
の
遺
跡
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
背
景
や
関
連
知
識
に
つ
い
て
詳
し
く

解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
楊
萌
研

究
員
に
は
、
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
研
究
に
関
す
る

専
門
的
な
交
流
を
お
こ
な
う
だ
け
で
な

く
、
生
活
に
お
い
て
も
良
い
友
人
と
な
り

ま
し
た
。
楊
研
究
員
の
支
援
に
も
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

研
修
期
間
が
ち
ょ
う
ど
日
本
の
年
末
年

始
に
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
伝
統
的
な

忘
年
会
や
新
年
会
に
参
加
し
、
日
本
文
化

へ
の
理
解
を
よ
り
深
め
る
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。

今
回
の
研
修
を
通
じ
て
、
日
本
の
考
古

遺
跡
の
保
護
と
展
示
方
法
に
対
す
る
理
解

が
深
ま
っ
た
だ
け
で
な
く
、
遺
跡
展
示
が

公
共
教
育
や
文
化
普
及
に
果
た
す
役
割
に

つ
い
て
も
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
じ

志
を
持
つ
研
究
者
た
ち
と
出
会
い
、
学
問

的
な
視
野
が
広
が
り
ま
し
た
。
こ
の
貴
重

な
経
験
を
活
か
し
、
今
後
の
研
究
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

一
．
は
じ
め
に

二
〇
二
五
年
一
月
九
日
か
ら
三
月
二
四

日
ま
で
の
七
五
日
間
、
橿
原
考
古
学
研
究

所
で
の
研
修
の
た
め
滞
在
し
ま
し
た
。
研

修
の
テ
ー
マ
は
「
弥
生
～
古
墳
時
代
の
国

家
形
成
過
程
と
都
城
発
展
の
比
較
研
究
」

で
し
た
。
結
果
だ
け
を
み
れ
ば
半
分
成
功

で
し
た
。
そ
も
そ
も
日
本
で
は
、
国
の
形

成
と
都
城
発
生
の
時
期
に
違
い
が
あ
り
ま

す
。
国
の
導
入
期
と
い
え
る
初
期
国
家
は

日
本
で
は
古
墳
時
代
に
形
成
さ
れ
ま
す

が
、
都
城
は
七
世
紀
以
降
に
な
っ
て
は
じ

め
て
現
れ
る
の
で
す
。
仕
方
な
く
「
選
択

と
集
中
」
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

で
し
た
。
そ
こ
で
私
は
「
弥
生
～
古
墳
時

代
の
国
家
形
成
」に
焦
点
を
当
て
ま
し
た
。

そ
し
て
、日
本
の
王
墓
を
分
析
し
、韓
国
と

ど
の
よ
う
に
違
う
の
か
を
調
べ
、
国
の
形

成
と
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
る
の
か
を
模
索

し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
日
本
で
は
こ
の
時

期
、
墳
墓
が
際
立
っ
て
誇
示
的
に
表
現
さ

れ
る
か
ら
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
テ
ー
マ
の

設
定
に
は
、
私
の
本
来
の
専
攻
が
古
墳
に

近
か
っ
た
こ
と
も
作
用
し
た
で
し
ょ
う
。

二
．
古
墳
の
踏
査

日
本
列
島
は
韓
半
島
か
ら
文
物
が
入
っ

て
く
る
九
州
一
帯
で
、
ま
ず
王
墓
が
登
場

し
ま
す
。
遠
距
離
交
易
を
象
徴
す
る
も
の

と
し
て
銅
鏡
だ
け
を
選
ん
で
圧
倒
的
な
数

量
を
埋
納
す
る
一
方
、
初
期
か
ら
墳
丘
の

大
き
さ
に
目
を
向
け
、
墓
の
外
形
で
も
被

葬
者
の
地
位
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
よ
う

で
す
。
紀
元
前
一
世
紀
か
ら
西
暦
一
世
紀

に
か
け
て
最
も
有
力
な
奴
国
、
伊
都
国
で

発
見
さ
れ
た
須
久
岡
本
遺
跡
D
地
点
甕
棺

墓
と
三
雲
南
小
路
遺
跡
甕
棺
墓
は
、
そ
の

よ
う
な
王
墓
の
代
表
的
な
例
で
し
ょ
う
。

古
墳
時
代
に
入
り
、
前
方
後
円
墳
が
出
現

す
る
に
し
た
が
い
、
日
本
の
王
陵
の
墳
丘

の
規
模
は
極
端
に
大
き
く
な
り
ま
す
。
五

世
紀
前
後
か
ら
は
、
対
外
交
流
で
入
手
し

た
金
工
品
や
鉄
製
武
器
類
が
急
増
し
ま

す
。
内
部
の
副
葬
品
に
も
階
層
性
が
明
確

化
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

王
陵
は
墓
の
被
葬
者
の
地
位
を
反
映
し
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な
が
ら
も
、
次
の
後
継
者
に
と
っ
て
は
権

力
継
承
の
空
間
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
側

面
か
ら
、
王
陵
の
築
造
、
儀
礼
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
な
ど
を
通
じ
て
、
弔
問
者
が
王

陵
の
空
間
で
感
じ
る
共
感
は
重
要
に
な
ら

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
こ
の
部
分
で
韓
半
島

南
部
と
日
本
列
島
は
克
明
な
違
い
が
あ
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
王
陵
自
体

と
王
陵
が
集
ま
っ
て
つ
く
ら
れ
た
景
観
が

あ
ま
り
に
も
違
う
か
ら
で
す
。

百
済
、
新
羅
、
伽
耶
は
墳
丘
の
大
き
さ
、

副
葬
品
の
多
寡
に
お
い
て
差
は
あ
る
も
の

の
、
王
陵
と
有
力
な
墓
が
調
和
し
、
共
同

体
的
景
観
を
形
成
し
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、

王
陵
同
士
、
あ
る
い
は
王
陵
と
そ
れ
以
下

の
古
墳
の
間
で
そ
の
関
係
を
明
示
し
、
社

会
組
織
を
反
映
し
よ
う
と
し
た
の
で
す
。

一
方
、
日
本
の
前
方
後
円
墳
の
王
陵
は
、

古
墳
の
規
模
が
大
き
い
上
、
周
囲
の
陪
塚

も
小
規
模
墳
を
配
置
す
る
だ
け
で
、
生
前

に
関
係
を
結
ん
だ
有
力
者
が
同
じ
墓
地
に

一
緒
に
埋
葬
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
前
方
後
円
墳
の
王
陵
自
体
に

お
い
て
も
、
周
濠
に
囲
ま
れ
る
点
と
、
そ

れ
に
よ
っ
て
接
近
が
困
難
な
点
は
、
そ
も

そ
も
独
立
的
な
配
置
を
意
図
し
た
も
の
と

も
見
て
取
れ
ま
す
。
以
上
の
よ
う
な
こ
と

は
、
王
陵
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
景
観
が
社

会
組
織
と
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く
の
か
、

領
域
別
に
比
較
し
て
み
る
べ
き
課
題
だ
と

思
い
ま
す
。

三
．
終
わ
り
に

今
振
り
返
っ
て
も
日
本
で
の
時
間
は
と

て
も
幸
せ
で
し
た
。
瞬
間
瞬
間
が
い
つ
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。
九
州
に
初
め
て
行
っ

た
時
も
、箸
墓
古
墳
を
見
て
驚
い
た
時
も
、

大
阪
を
一
日
中
歩
い
て
王
陵
を
見
学
し
た

時
も
、
徳
島
に
行
く
た
め
に
船
に
乗
っ
た

時
も
、
東
京
で
博
物
館
を
見
て
、
と
て
も

古
い
居
酒
屋
に
行
っ
た
時
も
、
常
に
楽
し

か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
日
本
語
が
上
手
く

で
き
な
い
私
と
一
緒
に
話
を
し
な
が
ら
、

様
々
気
遣
い
を
く
だ
さ
っ
た
方
た
ち
に
も

感
謝
い
た
し
ま
す
。
い
つ
か
皆
さ
ま
が
韓

国
に
来
た
ら
必
ず
恩
返
し
を
す
る
と
誓
い

ま
す
。

私
は
二
年
前
に
七
年
振
り
に
中
国
政
府

か
ら
招
待
さ
れ
て
、
日
本
中
国
文
化
交
流

協
会
主
催
の
訪
中
団
に
加
え
て
頂
い
た
。

そ
の
折
に
信
立
祥
博
士
夫
妻
と
北
京
の
ホ

テ
ル
で
久
し
ぶ
り
に
お
逢
い
す
る
と
、
二

人
と
も
に
大
変
元
気
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
昨
年
の
暮
れ
に
信
さ
ん
の
長
女
か
ら
彼

が
肺
癌
の
末
期
で
あ
る
と
知
ら
せ
ら
れ

た
。
今
年
に
入
り
王
建
新
・
袁
靖
氏
に
見

舞
っ
て
欲
し
い
と
お
願
い
し
て
お
い
た

ら
、
新
年
早
々
三
人
で
撮
ら
れ
た
ス
ナ
ッ

プ
が
袁
氏
か
ら
送
信
さ
れ
、
信
さ
ん
が
大

変
お
痩
せ
に
な
ら
れ
て
居
り
、
案
じ
て
い

た
矢
先
の
訃
報
で
あ
っ
た
。

元
中
国
国
家
博
物
館
教
授
信
立
祥
博
士

は
肺
癌
の
た
め
、
三
月
二
六
日
未
明
逝
去

さ
れ
た
。
七
八
歳
で
あ
っ
た
。
私
は
そ
の

日
の
う
ち
に
奥
様
の
宋
淑
梯
さ
ん
に
次
の

様
な
弔
電
を
送
っ
た
。
そ
れ
は
「
信
立
祥

先
生
の
ご
逝
去
を
心
よ
り
お
悔
や
み
申
し

上
げ
ま
す
。
一
九
八
七
年
来
諍
友
と
し
て

多
く
の
事
を
学
ば
せ
て
頂
き
、
中
国
の
多

く
の
友
人
を
紹
介
し
て
頂
い
た
事
は
私
の

人
生
に
と
っ
て
忘
れ
る
事
は
出
来
ま
せ

ん
。
橿
原
考
古
学
研
究
所
で
一
年
、
茨
城

大
学
で
二
年
も
ご
一
緒
さ
せ
て
頂
い
た
事

も
感
謝
で
す
。
私
よ
り
も
五
歳
も
若
い
先

生
が
先
に
逝
か
れ
た
事
が
残
念
で
な
り
ま

せ
ん
。
ど
う
ぞ
宋
さ
ん
が
一
日
も
早
く
元

気
に
な
ら
れ
、
信
さ
ん
の
分
も
長
生
き
し

て
く
だ
さ
い
。（
合
掌
）」
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

私
と
信
さ
ん
と
は
橿
原
考
古
学
研
究
所

で
出
会
っ
た
。
私
は
一
九
八
七
年
五
月
一

日
か
ら
一
〇
ケ
月
間
内
地
留
学
と
し
て

「
前
方
後
円
墳
の
研
究
」
を
テ
ー
マ
に
研

修
し
た
。
信
さ
ん
は
同
年
一
〇
月
一
日
か

ら
一
年
間
中
国
歴
史
博
物
館
か
ら
留
学
生

と
し
て
訪
日
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
時
に

社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
か
ら
王
巍
さ
ん

も
加
わ
り
、
三
人
で
机
を
並
べ
て
研
修
し

た
間
柄
で
あ
る
。
当
時
の
研
究
所
は
現
在

の
よ
う
に
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
所
員
も

少
な
く
開
発
の
た
め
の
発
掘
調
査
に
追
わ

れ
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。

信
さ
ん
は
ロ
シ
ア
語
が
堪
能
で
あ
っ
た

が
、
日
本
語
が
不
十
分
で
必
死
に
勉
強
を

さ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
あ
る
。
二
人

は
県
立
医
大
の
学
生
寮
に
住
ん
で
居
り
、

日
本
語
会
話
の
勉
強
の
た
め
に
三
人
で
よ

く
食
事
を
し
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
特
に

私
は
奈
良
県
下
の
陵
墓
資
料
の
探
索
と
前

10�
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ひ
と
の
動
き

（
退
職

令
和
七
年
三
月
三
一
日
付
）

大
峯
朝
記

副
所
長

米
川
仁
一

調
査
課
副
主
任

→
調
査
課
主
任
研
究
員
（
再
任

用
）

小
倉
美
由
紀

総
務
課
主
任
主
査

→
総
務
課
主
査
（
再
任
用
）

東
田

浩

総
務
課
主
査

（
転
出

令
和
七
年
三
月
三
一
日
付
）

佐
藤
秀
樹

総
務
課
総
務
係
長

→
郡
山
土
木
事
務
所
庶
務
工
事

課
長

岡
田
憲
一

調
査
課
調
査
第
二
係
長
、
世

界
遺
産
室
世
界
遺
産
係
調
整

員
兼
務

→
同

総
括
研
究
員
、
文
化
財

課
記
念
物
・
埋
蔵
文
化
財
係

調
整
員
兼
務
、
世
界
遺
産
室

世
界
遺
産
係
調
整
員
兼
務

辰
巳
祐
樹

調
査
課
主
任
研
究
員

→
文
化
財
課
兼
務

（
転
入

令
和
七
年
四
月
一
日
付
）

吉
房
あ
ず
さ

会
計
局
会
計
課
主
任
主
事

→
総
務
課
主
任
主
事

（
転
入
・
昇
任

令
和
七
年
四
月
一
日
付
）

方
後
円
墳
を
全
踏
査
す
る
た
め
の
研
修
を

目
的
と
し
た
の
で
、
一
〇
月
以
降
は
自
家

用
車
で
一
日
五
基
と
決
め
た
古
墳
踏
査
に

二
人
を
同
行
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
特

に
信
さ
ん
は
紅
葉
を
大
変
喜
ば
れ
多
武
峯

や
吉
野
の
散
策
を
楽
し
ま
れ
た
。
さ
ら
に

日
本
語
は
日
々
上
達
し
、
三
月
の
関
東
地

方
研
修
の
際
に
は
茨
城
大
学
で
「
最
近
の

発
掘
調
査
か
ら
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
の
講

演
を
日
本
語
で
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
の

研
修
で
は
奈
良
で
見
学
で
き
な
い
日
本
考

古
学
史
上
著
名
な
縄
文
時
代
の
貝
塚
を
見

学
し
て
頂
い
た
。
具
体
的
に
は
加
曾
利
貝

塚
・
陸
平
貝
塚
・
広
畑
貝
塚
・
浮
島
貝
塚
・

大
串
貝
塚
な
ど
で
あ
る
。

留
学
が
終
了
し
て
帰
国
後
、
天
安
門
事

件
が
勃
発
す
る
と
、
同
じ
頃
高
等
教
育
の

研
修
で
留
学
し
て
い
た
西
安
の
友
人
が
学

生
を
支
援
し
た
と
し
て
逮
捕
さ
れ
、
減
刑

嘆
願
を
し
た
私
は
三
年
間
訪
中
す
る
こ
と

が
困
難
と
な
っ
た
。
そ
の
間
に
私
は
茨
城

大
学
大
学
院
（
人
文
科
学
研
究
科
）
創
設

委
員
に
推
薦
さ
れ
、
一
九
九
一
年
度
に
設

置
が
承
認
さ
れ
た
。
そ
こ
で
院
生
に
彼
の

研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
「
漢
代
画
像
石
の
研

究
」
を
講
じ
て
欲
し
い
と
嘆
願
し
た
。
歴

史
博
物
館
館
長
の
兪
偉
超
先
生
か
ら
一
年

間
と
い
う
条
件
で
お
許
し
が
得
ら
れ
、
信

さ
ん
は
一
九
九
四
年
四
月
一
日
付
け
で
助

教
授
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
私
は
彼
の
許

可
を
得
て
、
毎
週
こ
の
講
義
を
受
講
す
る

の
が
楽
し
か
っ
た
。

受
講
生
の
評
価
は
大
変
よ
く
、
一
年
間

の
継
続
延
長
を
教
授
会
も
希
望
し
た
。
そ

こ
で
私
は
訪
中
し
て
兪
館
長
に
事
情
を
説

明
し
、
更
に
著
作
を
刊
行
し
博
士
論
文
に

さ
せ
た
い
の
で
一
年
の
延
長
を
願
い
出

た
。
兪
先
生
は
「
一
年
で
す
よ
」
と
言
っ

て
お
許
し
く
だ
さ
っ
た
。
私
は
帰
国
し
て

彼
に
「
博
士
論
文
を
完
成
さ
せ
る
」
と
い

う
条
件
で
兪
先
生
か
ら
許
可
が
出
た
こ
と

を
伝
え
、
友
人
の
出
版
社
に
『
中
国
漢
代

画
像
石
の
研
究
』
の
刊
行
を
依
頼
し
た
。

そ
し
て
一
年
間
、
公
務
は
一
切
私
が
代
替

え
す
る
こ
と
に
し
て
、
執
筆
に
専
念
し
て

頂
い
た
。
秋
に
は
ほ
ぼ
完
成
し
た
の
で
、

そ
れ
を
東
京
大
学
文
学
部
長
の
藤
本
強
先

生
に
見
て
頂
い
た
。
一
年
は
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
一
九
九
六
年
三
月
二
〇
日
に
水

戸
市
内
の
ホ
テ
ル
で
出
版
祝
賀
会
と
送
別

会
を
兼
ね
た
盛
大
な
会
が
開
催
さ
れ
、
橿

考
研
関
係
者
か
ら
も
勝
部
明
生
・
泉
森
皎
・

前
園
実
知
雄
・
宮
原
晋
一
・
玉
城
妙
子
氏

等
が
出
席
し
て
下
さ
っ
た
。

『
中
国
漢
代
画
像
石
の
研
究
』
は
東
京

大
学
文
学
部
の
藤
本
強
教
授
を
主
査
に
尾

形
勇
教
授
・
池
田
知
久
教
授
・
今
村
啓
爾

教
授
・
大
貫
静
夫
助
教
授
を
副
査
と
し
て

審
査
が
お
こ
な
わ
れ
、
一
〇
月
二
五
日
二

時
か
ら
法
文
一
号
館
四
二
〇
教
室
で
口
頭

試
問
が
お
こ
な
わ
れ
、
藤
本
先
生
は
推
薦

者
と
し
て
私
に
二
〇
分
程
、
信
さ
ん
の
人

と
な
り
を
質
問
さ
れ
た
。
そ
の
後
一
時
間

以
上
に
わ
た
り
お
こ
な
わ
れ
、
三
時
三
〇

分
終
了
す
る
。
更
に
翌
日
哲
学
教
室
の
池

田
知
久
教
授
主
催
の
研
究
会
で
「
漢
代
画

像
石
か
ら
見
た
漢
代
人
の
宇
宙
観
」
を
講

演
す
る
。
こ
の
結
果
は
藤
本
先
生
が
三
月

に
退
官
さ
れ
た
た
め
に
後
任
の
青
柳
正
規

教
授
を
委
員
長
と
し
て
吉
川
弘
之
学
長
か

ら
平
成
八
年
一
一
月
一
一
日
付
け
で
「
博

士
（
文
学
）」
の
学
位
が
授
与
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
信
さ
ん
は
孔
望
山
遺
跡
、
班

村
遺
跡
、
劉
賀
墓
等
中
国
を
代
表
す
る
遺

跡
の
調
査
を
お
こ
な
わ
れ
た
。

こ
ん
な
に
突
然
お
別
れ
す
る
と
は
思
い

も
し
な
か
っ
た
。
も
う
少
し
し
た
ら
私
も

常
世
へ
参
り
ま
す
。
そ
う
し
た
ら
ま
た
遺

跡
巡
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。（
合
掌
）
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→
同

主
任
技
師

横
山

舞

調
査
課
技
師

→
同

主
任
技
師

（
所
内
異
動

令
和
七
年
四
月
一
日
付
）

鈴
木
裕
明

調
査
部
長
、調
査
課
長
事
務
取

扱
、
世
界
遺
産
室
参
事
兼
務

→
調
査
部
長

吉
村
和
昭

学
芸
課
長

→
同

副
主
任
（
役
職
定
年
）

伊
東
菜
々
子

学
芸
課
技
師

→
調
査
課
技
師

（
兼
務

令
和
七
年
四
月
一
日
付
）

水
野
敏
典

資
料
課
長

→
保
存
科
学
セ
ン
タ
ー
所
長
兼

務

奥
山
誠
義

資
料
課
総
括
研
究
員

→
保
存
科
学
セ
ン
タ
ー
兼
務

河
﨑
衣
美

資
料
課
主
任
研
究
員

→
保
存
科
学
セ
ン
タ
ー
兼
務

小
倉
頌
子

資
料
課
主
任
研
究
員

→
保
存
科
学
セ
ン
タ
ー
兼
務

中
尾
真
梨
子

調
査
課
主
任
研
究
員

→
保
存
科
学
セ
ン
タ
ー
兼
務

北
井
利
幸

企
画
課
指
導
研
究
員

→
万
葉
文
化
館
兼
務

（
新
規
採
用

令
和
七
年
四
月
一
日
付
）

中
村

伶

総
務
課
主
事

北

将
伍

調
査
課
技
師

ア
ト
リ
ウ
ム
展
示
案
内

研
究
所
一
階
ア
ト
リ
ウ
ム
で
パ
ネ
ル
を

中
心
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
科
研
費
を
は

じ
め
と
し
た
研
究
助
成
に
よ
る
研
究
成
果

展
「
研
究
員
に
よ
る
最
新
研
究
成
果
二
〇

二
五
」
を
七
月
四
日
か
ら
開
催
し
ま
す
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
し
ま

す
。
観
覧
時
間
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の

八
時
三
〇
分
か
ら
一
七
時
一
五
分
で
す
。

田
中
裕
之

地
域
創
造
部
人
権
施
策
課
長

→
副
所
長

本
村
充
保

調
査
課
総
括
研
究
員
、
文
化

財
課
記
念
物
・
埋
蔵
文
化
財

係
調
整
員
兼
務
、
世
界
遺
産

室
世
界
遺
産
係
調
整
員
兼
務

→
調
査
課
長
、世
界
遺
産
室
室
長

補
佐
兼
務

重
見

泰

学
芸
課
指
導
研
究
員
、
文
化

財
課
兼
務

→
同

学
芸
係
長

（
昇
任

令
和
七
年
四
月
一
日
付
）

青
柳
泰
介

学
芸
課
副
主
幹
、
学
芸
係
長

兼
務

→
学
芸
課
長

杉
原
逸
貴

総
務
課
主
査

→
同

総
務
係
長

東
影

悠

調
査
課
指
導
研
究
員

→
同

調
査
第
二
係
長
、
世
界

遺
産
室
魅
力
発
信
係
調
整
員

兼
務

平
井
洸
史

学
芸
課
主
任
技
師

→
同

主
任
研
究
員

前
田
俊
雄

調
査
課
主
任
研
究
員

→
同

指
導
研
究
員

谷
川

遼

調
査
課
技
師

→
同

主
任
技
師

冨
田

樹

調
査
課
技
師

→
同

主
任
技
師

松
尾
樹
志
郎

調
査
課
技
師

附
属
博
物
館
展
示
案
内

「
大
和
を
掘
る
40
」

会
期
：
令
和
七
年
七
月
一
九
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

～
九
月
七
日
（
日
）

二
〇
二
四
年
度
発
掘
調
査
速
報
展
「
大

和
を
掘
る
40
」
で
は
、
奈
良
県
内
で
昨
年

度
に
発
掘
調
査
さ
れ
た
遺
跡
を
中
心
に
、

出
土
遺
物
・
調
査
写
真
パ
ネ
ル
を
展
示
い

た
し
ま
す
。
奈
良
県
に
お
け
る
最
新
の
発

掘
調
査
の
成
果
を
多
く
の
方
々
に
ご
覧
い

た
だ
き
、
豊
富
な
文
化
財
を
確
認
す
る
と

と
も
に
、
奈
良
県
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
土
曜
講
座
】（
全
四
回
）

七
月
二
六
日
（
土
）、
八
月
九
日
（
土
）、

八
月
三
〇
日
（
土
）、
九
月
六
日
（
土
）

各
回
と
も
に
一
三
時
～

橿
原
考
古
学
研
究
所

講
堂

「
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

保
存
科
学
セ
ン
タ
ー（
Ｃ
．Ｃ
．

Ｋ
）
」
設
置
に
つ
い
て

令
和
七
年
四
月
一
日
付
け
で
保
存
科
学

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
。
職
員
五
名
、
会

計
年
度
任
用
職
員
一
〇
名
で
構
成
さ
れ
、

セ
ン
タ
ー
長
は
資
料
課
長
が
兼
任
し
、
副

所
長
が
指
名
し
た
資
料
課
、
調
査
課
の
職

員
が
兼
務
す
る
。
発
掘
調
査
で
出
土
し
た

脆
弱
な
文
化
財
を
保
存
し
、
後
世
に
遺
す

た
め
、
出
土
品
の
保
存
処
理
、
構
造
・
材

質
調
査
、
保
管
・
展
示
環
境
の
管
理
、
技

術
的
指
導
・
助
言
を
行
う
拠
点
と
し
、
専

門
能
力
の
さ
ら
な
る
向
上
を
は
か
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
三
月
三
〇
日
に
保
存

科
学
セ
ン
タ
ー
看
板
の
除
幕
式
を
実
施
し

た
。
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